
佐賀県研究成果情報                    （作成 平成２８年３月） 

干ばつ条件下における中切り更新後の樹上散水効果 

[要約] 

干ばつ条件下において、中切り更新後に 0.5t/10a 以上の樹上散水を行うことで、再生

芽の発芽、生育が良好となり、翌年および翌々年の一・二番茶の生葉収量の低下を軽減

できる。「やぶきた」「さえみどり」「おくゆたか」において同様の効果が認められ、その

程度は中切り更新から散水までの経過時間が短い程大きい。 
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[背景・ねらい]  

近年、一番茶後の中切り更新時期となる５月中旬から６月上旬に干ばつが頻発しており、

中切り更新後の再生芽の生育遅れによる樹勢低下がみられている。 

一方、本県では多くの茶園が中山間地に位置し水源が限られているため、干ばつ時に  

うね間や株元に十分な散水を行う事は困難である。 

そこで、干ばつ条件下で中切り更新を行う茶園において、慣行の動力噴霧器（防除ノズ

ル）を用いて行う 0.5～2.0t/10a の樹上散水（以下 散水）の効果を明らかにする。 

 

 [成果の内容] 

１． 中切り更新前後に干ばつ傾向にある場合、中切り更新直後に樹上から 0.5t/10a 以上

の散水を行うことで、その後の再生芽の発芽、生育が良好となる（写真１）。 

２． 処理翌年および翌々年の生葉収量の低下を軽減でき、散水量が多いほどその効果は高

くなる傾向にあるが、2.0t/10a で頭打ちとなる（図１）。 

３．散水により翌年一番茶新芽の全窒素含有率の低下を軽減できる（図１）。 

４．「やぶきた」「さえみどり」「おくゆたか」の３品種において同様の効果が認められる 

（図２）。  

５．中切り更新後の樹上散水は、直ちに行うことでその効果は高くなる（図３）。 

 

[成果の活用面・留意点] 

１．中切り更新処理時とその後の土壌水分が低い（pF2.3 以上 概ね処理前後１週 5 ㎜以

上の降雨がない）場合に有効である。 

２．散水には、0.5～2.0ｔ/10a の水量の確保が必要である。 
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